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Ⅰ．東レＧのプラスチック事業概要
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東レプラスチック事業の特徴東レプラスチック事業の特徴
1.東レの基盤事業､戦略的拡大事業(情報通信･環境)事業を支える
　基幹事業

2.Ｈｉｇｈ　Ｐｅｒｆｏｒｍａｎｃｅ プラスチック事業

(樹脂･ﾌｨﾙﾑ)のパイオニア

3.グローバルな事業展開

4.原料～加工品までのＶｅｒｔｉｃａｌ Ｉｎｔｅｇｒａｔｉｏｎ
　樹　　脂：原料－ﾍﾞｰｽﾚｼﾞﾝ－樹脂ｺﾝﾊﾟｳﾝﾄﾞ－樹脂精密加工品
　フィルム：原料－ﾎﾟﾘﾏｰﾌｨﾙﾑ－ﾌｨﾙﾑ加工品

5.数多の世界Ｎｏ.1､ｵﾝﾘｰ1､ﾌｧｰｽﾄ1事業を保有

6.先端材料･素材の弛まぬ開発により､高成長の先端産業(IT､光学､
　自動車等)の発展を支える

7.広範な産業用途の隅々にまで浸透 ４



東レプラスチック事業の現況東レプラスチック事業の現況(1)(1)
数字は２００４年度連結ベース

※は非連結で含まず関係会社

海外国内
樹脂事業部門

　１２００億円

ＴＰＭ

ＴＴＳ(樹脂)

ＲＫＨ／Ｚ

ＴＰＨＫ／ＳＺ

｢プラスチック・ケミカル｣
　　　　　　　　セグメント

３００４億円の６９％

２０８０億円

プラスチック
　　事業本部

　３０００億円

フィルム事業部門

　１８００億円

ＴＡＦ

ＴＲＥＣ

※ＫＴＰ

※ＰＮＲ

※ＴＰＲＣ

※ＴＢＰＲ

ＴＰＡ

ＴＰＥｕ

ＰＦＲ

ＴＳＩ

※ＹＴＰ

ＴＴＳ(ﾌｨﾙﾑ)

ＴＦＺ

｢情報通信材料･機器｣
　　　　　　セグメント

２１９１億円の４２％

９２０億円

ＴＰＳ

ＴＰＩ

５



東レプラスチック事業の現況東レプラスチック事業の現況(2)(2)－－0404年度連結売上高年度連結売上高

事業ｾｸﾞﾒﾝﾄ組み替え後

繊維
5,134 (39.5%)

プラスチック・ケミカル
3,004 (23.1%)

情報通信材料･機器
2,191 (16.9%)

環境･ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ
1,487 (11.5%)

炭素繊維複合材料
447 (3.4%)

ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ その他
723 (5.6%)

樹脂事業

ﾌｨﾙﾑ事業 電子情報材料事業他

プラスチック・ケミカル

フィルム事業

樹脂事業

プラスチック事業
約 3,000

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ関連商社

ケミカル事業

情報通信機材

単位：億円

東レｸﾞﾙｰﾌﾟ全体
12,986
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樹脂生産拠点樹脂生産拠点

コンパウンド

重合

PNR

TPM

KTP

TPSZ

TREC

TTS

SMPC

TDG

成形加工

RKZ

STPS

TBPR

PBT樹脂
60,000t/y
(2006-)

ﾎﾞﾄﾙ用PET樹脂
75,000t/y

ABS樹脂
220,000t/y

POM樹脂
25,000t/y

TPRC

ﾎﾞﾄﾙ用PET樹脂
100,000t/y

千葉

東洋ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ精工

愛媛

名古屋

東海

PBT樹脂
23,000t/y

ABS樹脂
72,000t/y

ﾅｲﾛﾝ樹脂
54,000t/y

PPS樹脂
8,000t/y
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フィルム生産拠点フィルム生産拠点

TTS

三島

PETﾌｨﾙﾑ
36,100t/y

滋賀

PETﾌｨﾙﾑ
14,200t/y

岐阜

PETﾌｨﾙﾑ
45,600t/y

土浦

OPPﾌｨﾙﾑ
18,000t/y

東レﾌｨﾙﾑ加工
(福島)

TFZ

フィルム加工

フィルム原反

TPEU

PETﾌｨﾙﾑ
50,000t/y

YTP

PETﾌｨﾙﾑ
21,000t/y TSI

PETﾌｨﾙﾑ
105,000t/y

東レ

PET/OPPﾌｨﾙﾑ
106,900t/y

PFR

PETﾌｨﾙﾑ
30,000t/y

TPA

PET/OPPﾌｨﾙﾑ
67,000t/y

東レﾌｨﾙﾑ加工
(中津川)

東レﾌｨﾙﾑ加工
(高槻)

東レﾌｨﾙﾑ加工
(三島) ８



プラスチック事業持続的成長への戦略プラスチック事業持続的成長への戦略

1.事業構造改革による付加価値の創造

　－高分子化学､有機合成化学､バイオケミストリー､

　　ナノテクノロジーに基づく先端材料を成長分野へ供給

　－川下加工事業への積極展開

　－地球環境の改善課題へのコミットメント

2.グローバル展開で世界のパフォーマンス

　プラスチック産業をリード

　－グループ間連携強化･グローバルオペレーション･

　　グローバルリエンジニアリング
９



プラスチック事業持続的成長への戦略プラスチック事業持続的成長への戦略

3.顧客第一主義の更なる深化

　－顧客との強い連携･共同

　－顧客への４Ｓの提供

　　(Solution､Surprise､Satisfaction､Success)

4.世界的アライアンスの推進

１０



Ⅱ．樹脂事業の概況と展開戦略
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東レ樹脂製品マップ東レ樹脂製品マップ

<Crystalline>

PI(TIポリマー)

PAI(TIポリマー)

LCP(シベラス)

PPS(トレリナ)

ﾅｲﾛﾝ(アミラン)

POM(アミラス)

PBT(トレコン)

PP

PC

mPPE

ABS(トヨラック)

PEEK
ｽｰﾊﾟｰｴﾝﾌﾟﾗ

汎用ｴﾝﾌﾟﾗ

準ｴﾝﾌﾟﾗ
<結晶性>

耐熱性価　格

：　東レ製品（かっこ内は商標）

<非結晶性> １２



樹脂事業売上高推移樹脂事業売上高推移 非連結子会社を含む単純合計

単位：億円

年度

内部売上高含む

(見通し)

１３

0

500

1,000

1,500

2,000

'90 '91 '92 '93 '94 '95 '96 '97 '98 '99 '00 '01 '02 '03 '04 '05

東レ本体 国内関係会社 海外関係会社

PSP
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TPM
PNR,LCH
RKH

KTP
TTS-R

TPRC

TPHK



樹脂事業の課題と拡大戦略樹脂事業の課題と拡大戦略
1.急成長するアジアエンプラ市場でのナンバーOneシェア確保
当社エンプラのアジアシェア：2004年度　１５％　　　　2010年度　２０％

　　グローバル供給体制の整備

2.ソリューション提案型ビジネスモデルへの転換→高付加　
価値・高収益事業へ
　　　

　　　
3.環境問題対応と環境に優しい材料の開発

　　　　　 １４

－重合拡大計画－
　　　★ＰＢＴ樹脂：2006/3稼働予定（マレーシア）
　　　★ABS、ナイロン、ＰＰＳ、ＬＣＰ樹脂について検討中
－コンパウンド拡大計画－
　　　★華南、ＴＴＳ（タイ）：増設実施中
　　　★華東・華北、マレーシア：検討中

－重合拡大計画－
　　　★ＰＢＴ樹脂：2006/3稼働予定（マレーシア）
　　　★ABS、ナイロン、ＰＰＳ、ＬＣＰ樹脂について検討中
－コンパウンド拡大計画－
　　　★華南、ＴＴＳ（タイ）：増設実施中
　　　★華東・華北、マレーシア：検討中

高分子設計技術+成形加工技術+製品設計技術
　　　　　　　　　　　　　　　　→新規用途・先端材料の積極提案の推進

高分子設計技術+成形加工技術+製品設計技術
　　　　　　　　　　　　　　　　→新規用途・先端材料の積極提案の推進



樹脂･ﾌｨﾙﾑ･繊維総合展開する樹脂･ﾌｨﾙﾑ･繊維総合展開するPPSPPS樹脂樹脂““トレリナトレリナ””

延伸フィルム

モーター結束糸
東レグループ

コンパウンド

ＰＰＳ関連売上高

１２５億円 (2005年度)
　　　ナンバーＯｎｅ

２５０億円 (2010年度)

製紙用ドライキャンバス

　オンリーＯｎｅ

１５

自動車
オルタネータ

ヘッドランプリフレクタ

・ イグニッション

ＤＶＤ　光ピックアップ

複写機　定着部品
ベースレジン 電気電子

住宅機器
給湯器　バルブ･ジョイント

ポンプ　インペラ･ハウジング

ＦＰＤ用高機能フィルム

携帯電話用コンデンサ

車載用モーター絶縁

火力発電所向けフィルタ

ファイバー



ＰＰＳ樹脂ＰＰＳ樹脂““トレリナトレリナ””の拡大計画の拡大計画

0

2000

4000

6000

8000

10000

12000

14000

16000

2003 2005 2007 2009

ＰＰＳ重合能力の推移（トン／年）

・04年秋２０００トン増設
　　　　 （コンパウンド用）
・05年末１０００トン増設
　　　　（繊維・フィルム用）
・07年東海工場に５０００
　トンの増設を計画中

重合能力

コンパウンド体制
・03年秋　　中国ｼﾝｾﾝ　東麗塑料（ＴＰＳＺ）社にてＰＰＳ

メーカーとして初めてＰＰＳ自社ｺﾝﾊﾟｳﾝﾄﾞ開始
・04年末　　１系列増設し現在の生産能力３０００トン／年
　　　　　
ＰＰＳ樹脂コンパウンドとしても世界ナンバーＯｎｅを目指す

１６



ＰＢＴ樹脂ＰＢＴ樹脂““トレコントレコン””のグローバルオペレーションのグローバルオペレーション

１７

東レ愛媛工場
24,000t/年

ＴＢＰＲ
マレーシア(2006年稼働開始)
30,000 t/年

２００７年
世界シェア
１０％

　　　　

・世界一の品質・コスト競争力
・東レの世界最先端のポリエステル直連重技術
・主原料ＢＤＯはＢＡＳＦ子会社の最新鋭設備から安価・安定調
達

ＴＢＰＲ

愛媛工場 ・共重合技術、高機能ｱﾛｲ技術を背景にした高付加価値ｸﾞﾚｰﾄﾞでの展開

ＴＰＭ



ＰＢＴ樹脂ＰＢＴ樹脂““トレコントレコン””の強みの強み

東レＰＢＴ樹脂の強み

国内メーカーで唯一海外生産拠点を保有

共重合技術、高機能アロイ技術を背景にした開発力

共重合技術（高分子設計技術）

結晶性制御による
成形品内部歪み低減

バルブ
センサ等の金属インサート部品

コントロールケーブルライナー等
柔軟化による
屈曲性向上

高機能アロイ技術

ポリエステルナノアロイ
（耐衝撃性、耐薬品性）

自動車ドアハンドル等の
外装部品

ＰＢＴ／ＰＥＴアロイ
（低ソリ、良外観）

自動車ドアロックハウジング
ﾓｰﾀｰﾌｧﾝ等の電気・電子部品
ｹｰｽ

ＰＢＴ／ＡＢＳアロイ
（耐衝撃性、寸法安定性
　耐ﾋｰﾄｻｲｸﾙ性）

ガスレンジ把手

１８



ＡＢＳ樹脂ＡＢＳ樹脂““トヨラックトヨラック””のｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝのｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ

Toray　Plastics　Malaysia

Technology Centre
05年3月　開設

千葉工場千葉工場千葉工場

汎用
難燃
耐熱

TPMTPMTPM

TPSZ
コンパウンド

TPSZTPSZ
コンパウンド

72 72 72 72 72 72 72 72

35
70 80

120
160 170

220 220

0

50

100

150

200

250

300

350

1992 1993 1994 1996 1997 1998 2003 2005

千葉 TPM
TPM、千葉生産能力推移（単位千トン/年)

【特品】
透明
帯電防止
アロイ

ＡＢＳ樹脂“トヨラック”の強み
　・国内メーカーで唯一海外生産拠点を保有
　　　　TPM、千葉　２拠点での内外共通グレード生産
　・透明ＡＢＳ　世界ナンバーＯｎｅ
　・持続性帯電防止グレード　世界ファーストＯｎｅ

計画中

１９



樹脂事業に関わる世界の動き樹脂事業に関わる世界の動き

1970 20001980 1990 技術課題、ニーズ2010

環
境
負
荷
低
減

高
速
化
・
大
容
量
化

情
報
通
信

５３年排ガス規制

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車導入
(1995年)

触媒技術、クリーンエンジン車

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車、燃料電池車材料

エンジン騒音、ロードノイズ
騒音

第２段階規制 遮音、吸音材料

モントリオール議定書

ガスバリア
代替フロン、回収フロン処理

燃費規制
ＣＡＦＥ

大気汚染（ＮＯＸ、ＣＯ、ＨＣ）酸性雨

オゾン層破壊（特定フロン）

地球温暖化(ＣＯ２、フロン） 自動車軽量化
非石油系材料

廃棄物処理
リサイクル法
廃掃法改定

熱硬化性樹脂代替
リサイクル

鉛フリーハンダ対応材料
非ハロゲン難燃

有害物（アスベスト、溶剤、鉛）

燃料電池車導入
(2003年)

2015年リサイクル率95%

2015年ＣＯ２　10%削減
1990年比

PRTR対象物質低減
2005年鉛使用量1/5
(1996年比)

CO2冷媒ｴｱｺﾝ導入
(2010年)

2010年以降
普及

家電リサイクル法

有害物質制限（ＲＯＨＳ）指令

半導体高速化
高放熱材料

光ディスク

精密成形樹脂

ディスプレイ
走査線数1080本 2000本以上 4000本以上

液晶/有機EL/PDP

高機能光学フィルム

半導体微細化
（ＤＲＡＭﾊｰﾌﾋﾟｯﾁ）

65nm
(2007年)

45nm
(2010年) ファインピッチコネクタ材料

ストレージ大容量化
100～200GB
(4～8層記録/多値記録）
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東レの技術開発戦略東レの技術開発戦略

情報通信高速化/
　　　大容量化対応

・高放熱材料
・高機能光学フィルム
・精密成形樹脂
・ファインピッチコネクタ

環境負荷低減
・自動車軽量化
・非石油系材料（ＰＬＡ、３ＧＴ）
・非ハロゲン難燃
・鉛フリーハンダ対応
・熱硬化性樹脂代替
・ガスバリア
・リサイクル

解析評価
ＣＡＥ

顧客情報入手

・個別開発テーマの遂行
・開発ターゲット設定／研・技・販
　一体の新規用途開拓（ＳＷＡＴ）
・Total　Solutionの提供

Ｎｅｗ　Ｖａｌｕｅ
東レコア技術

高分子設計
分子構造制御
分子反応制御

ｺﾝﾊﾟｳﾝﾄﾞ､ｱﾛｲ
ナノテクノロジー
分散制御技術
相溶化技術

成形加工
新規成形技術
接合加工技術

２１



東レのナノアロイ技術東レのナノアロイ技術
従来アロイ

ポリマー
Ａ
＋
ポリマー
Ｂ

２２

高衝撃PA

高衝撃PBT

１～１０ｎ
ｍ

ポリマー分子設計

相溶化剤設計技術

ナノ分散化技術
ナノ分散アロイ

断面写真 (TEM) 高衝撃PPS

相反転アロイ

低吸水PA

高耐熱ＰＬＡ

高耐熱ＰＥＴ

柔軟ＰＬＡ

ナノ共連続アロイ

ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙﾅﾉｱﾛｲ



　　当社自動車用途の強み
　・エンプラ総合メーカーとして、多彩な商品ラインアップ
　・自動車メーカーとのタイアップによる材料開発
　・自動車用途への優先的な戦力投入
　・特にトヨタ自動車関連ﾋﾞｼﾞﾈｽにおいて、生・販・技・研の戦力を名古屋に有する

自動車用エンプラをリードする東レ自動車用エンプラをリードする東レ

0%

10%

20%

30%

40%

1980 1990 2000 2005 2010

～樹脂化の流れ～

100%

自動車の樹脂化比率

鋼材・非鉄金属

その他

汎用樹脂
（’00～’10伸び率5%/年)

エンプラ樹脂
（’00～’10伸び率15%/年)

　軽量化・加工容易性/モジュール化・意匠性
２３



自動車部品のモジュール化自動車部品のモジュール化

吸気モジュール事例

主なモジュール化対象アイテム

フロントエンドモジュール
　ﾌﾚｰﾑ、ﾗｼﾞｴｰﾀ,ﾍﾄﾞﾗｲﾄ,ﾊﾞﾝﾊﾟｰ等

吸気モジュール
　ｲﾝﾃｰｸﾏﾆﾎｰﾙﾄﾞ,
ｼﾘﾝﾀﾞｰﾍｯﾄﾞｶﾊﾞｰ,
　ｽﾛｯﾄﾙﾎﾞﾃﾞｨ等

ドアモジュール
　ｳｨﾝﾄﾞﾚｷﾞｭﾚｰﾀ,ﾄﾞｱﾛｯｸ
　ｻﾎﾟｰﾄﾌﾚｰﾑ,ﾄﾞｱﾄﾘﾑ等

コクピットモジュール
　ｲﾝﾊﾟﾈ,ﾒｰﾀｰ,ｽﾃｱﾘﾝｸﾞ等

モジュール化の意義

・革新的コスト削減
　→個別部品コスト削減の限界打破

・部品点数の削減による軽量化
　→燃費向上、ＣＯ２削減

シリンダヘッドカバー
　（ナイロン６GF４５）

インテークマニホールド
　（ナイロン６GF３０）

２４



東レのＣＡＥ解析技術東レのＣＡＥ解析技術((提案型材料開発提案型材料開発))

ＣＡＥ：ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｼﾐｭﾚｰｼｮﾝによる仮想試作・仮想実験

　　　－強度の検討、成形条件の事前検討で試作を低減

東レＣＡＥ解析技術東レＣＡＥ解析技術

流体解析

衝撃解析

射出成形ＣＡＥ

音響解析

樹脂流動パターン
青→赤に充填

離型時の収縮・そり
黒：変形前

インテークマニホールド
振動音分布
赤：音が大きい

構造（強度）解析

赤：破壊部位

インテーク
マニホールド
内のエア流れ

構造部材の
曲げ衝撃試験 インテーク

マニホールドの
加振時変形

２５



東レの成形加工技術東レの成形加工技術

成形加工技術に適した樹脂の開発による顧客へのソリューション提供

レーザー発熱を用いた接合技術
（振動やバリの発生なし）

レーザー溶着
レーザ光

レーザ透過試料

レーザ吸収試料

溶着部

吸気系バルブ（レーザー溶着）

ｲﾝﾃｰｸﾏﾆﾎｰﾙﾄﾞ（振動溶着）

振動溶着

加圧／加振で発生する摩擦熱による接合技術
（幅広い成形品形状に対応可能）

ｲﾝﾃｰｸﾏﾆﾎｰﾙﾄﾞ（ＤＳＩ）

ＤＳＩ　（ダイスライドインジェクション）

２段階射出成形による金型内接合技術　
（３次元形状の溶着面に対応可）

２６



次世代パワートレインに期待される樹脂部品次世代パワートレインに期待される樹脂部品

パワーモジュール
ヒートサイクル、耐電圧

ｺﾝﾃﾞﾝｻｰｹｰｽ
耐電圧

燃料電池冷却系
耐薬性

ﾓｰﾀｰｲﾝｼｭﾚｰﾀｰ
溶融流動性、耐電圧

HV2次電池　電池ｹｰｽ
耐薬品性、寸法安定性、溶着性

：ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ、燃料電池車共通

：燃料電池車のみ

：一部採用

：検討中

水素タンク
H2ﾊﾞﾘｱ性

２７



情報通信分野への樹脂技術の展開情報通信分野への樹脂技術の展開

コンパウンド技術
ナノアロイ

繊維・フィラー強化

ポリマー技術
新規ポリマー

ポリマー設計

複写機定着部
分離爪

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀ・P-TV　ﾗﾝﾌﾟｹｰｽ

光ﾋﾟｯｸｱｯﾌﾟｽﾗｲﾄﾞﾍﾞｰｽ

ＰＰＳ樹脂　

"トレリナ"

ＬＣＰ樹脂 "シベラス"

高耐熱

成形性

高耐薬品性

難燃性

植物由来、生分解

高熱伝導性
流動解析

成形加工技術

溶着技術

　基盤要素技術　　　性能の極限追求　　　　　　　情報通信分野への展開

高熱伝導ＰＰＳ樹脂
　　　　　　（２００５年上市予定）

光ﾋﾟｯｸｱｯﾌﾟ部品にて評価中

評価部品

ノートパソコン・ハウジング

ＰＬＡ樹脂"エコディア"

ﾌｧｲﾝﾋﾟｯﾁ・ＦＰＣｺﾈｸﾀ ﾊｰﾄﾞﾃﾞｨｽｸﾄﾞﾗｲﾌﾞ

携帯電話部品

ナイロン樹脂

“アミラン"

シェア30%

シェア30%

シェア30%(*1)

(*1)０．４ｍｍピッチ以下

シェア40%(*2)

(*)筐体へ展開中

ポリイミド樹脂

"ＴＩポリマー"

ﾌｧｰｽﾄOne

２８

(*2)２．５インチ以下

“　”内は東レ株式会社の登録商標です
シェアは当社推定



ＬＣＰ樹脂ＬＣＰ樹脂““シベラスシベラス””の強みの強み

ＬＣＰ樹脂“シベラス”の強み

　　他社比薄肉流動性に優れる（成形品でのソリ・ねじれが減少）

ピッチ幅が狭いコネクタ／小型成形品での採用

ＬＣＰ樹脂 は溶融時に液晶性をもつため、他エンプラ比溶融時の流動性に優れる

独自の分子設計による新グレード“シベラス”ＬＸシリーズ

用途例

ファインピッチコネクタ

光ピックアップ
レンズホルダ

ＨＤＤアクチュエータ

回路基盤表面実装品（ＳＭＴ）鉛フリー対応の耐熱性保持

固化速度制御によるウェルド強度向上

耐
熱
性 “シベラス”

従来品

ＬＣＰ
ＬＸシリーズ

“シベラス”

高

ウェルド強度 高

２９
ウェルド：樹脂部品を成形する際に溶融した樹脂同士がぶつかる部分



高熱伝導性熱可塑性樹脂の開発高熱伝導性熱可塑性樹脂の開発

プラスチックと高熱伝導性フィラー間の分子間相互作用を高め、熱の通り道「導通パス」を形
成させることにより、従来プラスチックの１００倍以上という世界最高の熱伝導率を有する熱
可塑性プラスチックの開発に成功。

プラスチックと高熱伝導性フィラー間の分子間相互作用を高め、熱の通り道「導通パス」を形
成させることにより、従来プラスチックの１００倍以上という世界最高の熱伝導率を有する熱
可塑性プラスチックの開発に成功。

＜熱伝導率と材料比重の関係＞

材料比重(g/cm3)

熱
伝
導
率
(
W
/
m
K
)

100

10

1

0.1
0 1 2 3 4 5

ｱﾙﾐﾅ系ｾﾗﾐｯｸｽ

新開発材料

←軽量

黒鉛・ＣＦ系樹脂

従来樹脂材料

＜メリット（金属・セラミックス比）＞

　　軽量性

　　静粛性

　　低コスト

　　複雑成形品を高効率で成形
（導通パス形成新技術）

マトリクス樹脂：ＰＰＳ

フィラー

導通パス
（ネットワーク状に形成）

従来加工技術 新開発材料

＜実成形品での熱伝導性＞ 新開発材料は、ｱﾙﾐﾀﾞｲｶｽﾄと同等の放熱特性（熱伝導性）を有する

従来樹脂材料 新開発材料 アルミダイカスト

70 20

家電・ＯＡ機器、自動車分野等、高放熱・省エネルギー必要分野へ展開 ３０



非ハロゲン難燃材料の開発非ハロゲン難燃材料の開発

難燃剤に関する世界の動き
①ＲｏＨＳ指令　ＥＵにおいて電気電子用途での
　　　　　　　　特定臭素系難燃剤の使用を原則禁止
②ＷＥＥＥ指令　ＥＵにおいて電気電子用途での
　　　　　　　　特定臭素系難燃剤を含むプラスチックは
　　　　　 廃電気電子機器から取り外して処理を義務付け

非ハロゲン化

非ハロゲン

アンチモン
フリー

フルカラー
対応

東レの強み

成形品表層部の選択的炭化層形成

非ハロゲン難燃剤
ポリマー

炭化層形成剤

消火
炎

炭化層

東レの非ハロゲン難燃技術

　　東レの非ハロゲン難燃材料

　ＰＢＴ，ＰＥＴ，ナイロン，ＡＢＳ，ＰＬＡ

プリンター定着器カバー

ＰＢＴ樹脂

電気・電子コネクター

採用例

３１ナイロン樹脂



東レ樹脂事業のリサイクル活動東レ樹脂事業のリサイクル活動

２００４年８月プラスチック環境・リサイクル室を新設し、樹脂・フィルムのリサイクルを
展開。特にLCA（Life Cycle Assessment）において有利とされるマテリアルリサイクルを中
心に、リサイクルビジネスモデルの開発と構築を推進。２００５年２月、三菱電機（株）と
共同で家電部品のクローズドマテリアルリサイクルを開始。

２００４年８月プラスチック環境・リサイクル室を新設し、樹脂・フィルムのリサイクルを
展開。特にLCA（Life Cycle Assessment）において有利とされるマテリアルリサイクルを中
心に、リサイクルビジネスモデルの開発と構築を推進。２００５年２月、三菱電機（株）と
共同で家電部品のクローズドマテリアルリサイクルを開始。

リサイクル・省エネから環境保護に関連する東
レ全社の製品および活動の総称である
「ecodream8」の一環として展開。

①工程内派生品の有効活用①工程内派生品の有効活用 フィルム派生品の樹脂、繊維への活用を推進　

③エコプラスチック事業の
拡大

③エコプラスチック事業の
拡大

②三菱電機（株）とのリサ
イクルシステムの構築

②三菱電機（株）とのリサ
イクルシステムの構築

工程内派生材

市場回収材

ABS樹脂“エコトヨラック”

ナイロン樹脂“エコアミ
ラン”

PBT樹脂“エコトレコン”

PPS樹脂“エコトレリナ”

再処方設計

品質保証

再処理

　市場

´ＴＯＲＡＹ´

´ＴＯＲＡＹ´

３２



環境負荷低減素材への取り組み環境負荷低減素材への取り組み

非石油化学系原料からなるポリ乳酸に、当社の強みである
「ナノアロイ化技術」及び「難燃化技術」を適用し、高性能化。

非石油化学系原料からなるポリ乳酸に、当社の強みである
「ナノアロイ化技術」及び「難燃化技術」を適用し、高性能化。

とうもろこしなど
発酵

乳酸

重
合

ＣＯ２
水

　

　光
合成

O
--O--CH--C--( )

CH3

ポリ乳酸

ポリ乳酸製品

加工　 ポリ乳酸樹脂
“エコディア”

高性
能化

焼
却

植物から生まれたポリ乳酸樹脂“エコディア”
３３



ポリ乳酸樹脂ポリ乳酸樹脂
ポリ乳酸をポリマーアロイにより高性能化し、エレクトロニクス用途へ展開
炭酸ガス排出量、化石資源消費量を削減し、地球環境に貢献

日本ビクター（株）と共同開発中

透明高耐熱化透明高耐熱化

ナノアロイ化技術により、
高い光学特性を持ちながら耐熱性を向上

ナノアロイ化技術により、
高い光学特性を持ちながら耐熱性を向上

トウモロコシからＤＶＤディスクトウモロコシからＤＶＤディスク

20

40

60

80

ポリ乳酸 新開発材料
２０

４０

８０

６０

耐
熱
温
度
　
（℃
）

20

40

60

80

ポリ乳酸 新開発材料
２０

４０

８０

６０

耐
熱
温
度
　
（℃
） 良

従来アロイ ナノアロイ

３４
富士通（株）と共同開発→２００５年１月発売

非ハロゲン難燃化非ハロゲン難燃化

世界初！植物生まれのパソコンボディー世界初！植物生まれのパソコンボディー

アロイ化技術と、非ハロゲン難燃化技術により、
耐熱性向上と高度な難燃性を実現

アロイ化技術と、非ハロゲン難燃化技術により、
耐熱性向上と高度な難燃性を実現

良
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40
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）

20

40
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ポリ乳酸 新開発材料
２０

４０

８０

６０

耐
熱
温
度
　
（
℃
）

0

20

40

60

０

２０

４０

着
火
後
燃
焼
時
間
（
秒
）

ポリ乳酸 新開発材料

６０
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０

２０
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着
火
後
燃
焼
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（
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ポリ乳酸 新開発材料
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事業拡大計画事業拡大計画((売上高売上高)) 非連結子会社を含む単純合計

0

1,000

2,000

'04 '05 '06 '07 '08 '09 '10

ＡＢＳ

その他

エンプ
ラ

億円／年
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Ⅲ．フィルム事業の概況と展開戦略
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磁気記録媒体高剛性、耐熱性、低吸湿性、
表面性、ガスバリア性

ミクトロン

ｺﾝﾃﾞﾝｻ 、電気絶縁、
電子部品､ＯＡ機器

耐熱性、難燃性、耐薬品性、

湿度寸法安定性､ｸﾘｰﾌﾟ安定性

トレリナ

非汚染性、易加工性、耐熱性

軽量、抗張力、電気特性、　
機械的性質､耐薬品性､防湿性

強靭性、透明性、耐薬品性

特長

光学用機能性

ﾌｨﾙﾑ表面保護

トレテック

一般工業、ﾌﾟﾘﾝﾄﾗﾐ、

包装材料、ｺﾝﾃﾞﾝｻ

トレファン

一般工業、包装、

磁気材料、ｺﾝﾃﾞﾝｻ

ルミラー

主な用途製品名

（二軸延伸　　
　PETﾌｨﾙﾑ）

（二軸延伸　
　　PPﾌｨﾙﾑ）

（PPSﾌｨﾙﾑ）

（ﾊﾟﾗ系ｱﾗﾐﾄﾞﾌｨﾙﾑ）

ﾅﾝﾊﾞｰOne

ｵﾝﾘｰOne

ﾌｧｰｽﾄOne

ﾅﾝﾊﾞｰOne

３７
ﾅﾝﾊﾞｰOne

（ﾎﾟﾘｵﾚﾌｨﾝ
　　複合ﾌｨﾙﾑ）

フィルム製品の特徴と用途フィルム製品の特徴と用途



ナンバーＯｎｅ事業ナンバーＯｎｅ事業““ルミラールミラー””の強さの強さ

1.世界ｼｪｱﾅﾝﾊﾞｰＯｎｅ：ｼｪｱ　数量ﾍﾞｰｽ 20%

世界６極拠点を有し、生産能力３１万ｔ/年

3.産業構造の変化･技術革新
　　　　　　　　への対応力

産業のあらゆる分野での採用

2.時代の変化に機敏に対応できる
　　　　　　　　　　　　ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ 新規に創出される需要への採用

消費地生産と適地生産の最適組み合わせによる
利益極大化

　　現地生産の強み

･Buy Korean政策

･ｽﾋﾟｰﾃﾞｨな技術ｻｰﾋﾞｽ
・顧客へのｿﾘｭｰｼｮﾝ提供

･独自の食文化への対応

　　　　　　　（包材）

　　適地生産の強み

･PFR・YTP・TSIからの

　　 　　 汎用品供給

･日･米･欧･韓からの

　　　付加価値品供給

･配台の効率化

技術開発拠点としての日本の高い技術力

拡大するｱｼﾞｱ市場に生産拠点保有
(日本･韓国･ﾏﾚｰｼｱ･中国) ３８



フィルム事業の展開方針フィルム事業の展開方針

基本方針基本方針

１．積極的拡大投資による
　ﾅﾝﾊﾞｰＯｎｅ事業“ルミラー”の拡大

　①攻めのｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ・ﾘｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ

　②時代の変化に機敏に対応する

　　　　　ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ・ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝの深化・拡大

　③戦略用途の拡大

２．ｵﾝﾘｰOne事業(“ﾄﾚﾘﾅ”､“ﾐｸﾄﾛﾝ”)の拡大

３．ﾌｨﾙﾑ加工事業の拡大による事業構造改革

成長市場での事業拡大と
収益力強化

成長市場での事業拡大と
収益力強化

事業環境事業環境

１．全体では安定成長（+4%/年程度）
も地域・用途別には構造変化大きい

２．需給のｲﾝﾊﾞﾗﾝｽ

　　・中国での薄物マシン大増設

①中国・ｱｼﾞｱ市場の拡大

②ＩＴ関連需要の成長

③環境・安全への関心から新規需要創出

３．原料価格の高止まり
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フィルム事業売上高推移フィルム事業売上高推移 非連結子会社を含む単純合計

単位：億円

年度

内部売上高含む

見通し

４０
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1.1.積極的拡大投資によるﾅﾝﾊﾞｰＯｎｅ事業積極的拡大投資によるﾅﾝﾊﾞｰＯｎｅ事業
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　““ルミラールミラー””の拡大の拡大

（１）攻めのｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ・ﾘｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ

　①厚物増能・増設

　　　（光学・工材）

　②ＴＳＩのリエンジニアリング

　　（脱ＨＶ、光学韓国市場対応）

　③中国マーケットへの対応

　④ＴＰＡ・ＴＰＥｕの付加価値

　　拡大

生産拠点の役割明確化による利益極大化

（２）ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝの深化・拡大

　　 消費地生産と適地生産の
　　 最適組み合わせによる利益極大化

　①ＰＦＲ・ＴＳＩの拡大

　②ＹＴＰの活用

（３）産業構造変化・技術革新に伴う
　　 新規需要の創出・戦略用途の拡大

　①情報通信

　②環境・安全・エネルギー

　③ライフ・サイエンス

４１



東レ

ＴＳＩ社

ＴＰＡ社

ＴＰＥｕ社

ＹＴＰ社

ＰＦＲ社

品種補完

品種補完

品種補完

中国市場

TSI社⇒東
レ包材・IT関連・
TTR

TSI社⇒TPEu社

工材厚物

PFR社⇒TPEu社

工材他

PFR社⇒東レ
包材・工材厚物・
工材薄物

PFR社⇒TPA社

包材・工材厚物

TSI社⇒TPA社

工材他

東レ社⇒TPA社

工材厚物

TPA社⇒TPEu社

TTR・DFR

TPEu社⇒TPA社

包材・工材厚物

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ拠点

東レグループ　グローバルオペレーション東レグループ　グローバルオペレーション
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高付加価値･戦略用途の拡大高付加価値･戦略用途の拡大

情報・通信（IT分野拡大） ﾌﾗｯﾄﾊﾟﾈﾙﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ

(FPD)用部材

ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾌｫﾄ用部材

ﾃﾞｰﾀｽﾄﾚｰｼﾞ用部材

環境・安全・エネルギー 太陽電池用部材

建築用部材

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞｶｰ用部材

非石油(植物)由来素材

ライフサイエンス 高機能食品包装用部材
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ＦＰＤ用光学フィルムＦＰＤ用光学フィルム

需要が拡大しているLCD､PDPの様々な部材に当社PETﾌｨﾙﾑ“ルミラー”が使用されている。
今後も、ﾌｨﾙﾑ加工事業とのシナジーを高め、LCD用ﾌｨﾙﾑ材料事業を拡大・強化する。

需要が拡大しているLCD､PDPの様々な部材に当社PETﾌｨﾙﾑ“ルミラー”が使用されている。
今後も、ﾌｨﾙﾑ加工事業とのシナジーを高め、LCD用ﾌｨﾙﾑ材料事業を拡大・強化する。

ＬＣＤの構成例 ＰＤＰの構成例

偏光フィルム
ガラス

ガラス
位相差フィルム

反射防止(AR)フィルム

プラズマパネル

前面フィルター

近赤外線(NIR)
カットフィルム ガラス

電磁波(EMI)
遮蔽フィルム

拡散フィルム

導光板

リフレクター

蛍光管

プリズムシート

輝度向上フィルム

0

1000

2000

3000

4000

5000

6000

7000

2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 （年）

総面積
万㎡

PDP

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸｼｮﾝTV

LCD-ＴＶ

LCD-パソコン

LCD-中・小型

大型フラットテレビ

（データ出典：ディスプレイサーチ、野村総研）

0

1000

2000

3000

4000

5000

6000

7000

2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 （年）

総面積
万㎡

PDP

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸｼｮﾝTV

LCD-ＴＶ

LCD-パソコン

LCD-中・小型

大型フラットテレビ

（データ出典：ディスプレイサーチ、野村総研）

（年）

総面積
万㎡

PDP

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸｼｮﾝTV

LCD-ＴＶ

LCD-パソコン

LCD-中・小型

大型フラットテレビ

（データ出典：ディスプレイサーチ、野村総研）

反射フィルム
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ＦＰＤ用光学ＦＰＤ用光学PETPETﾌｨﾙﾑの世界需要と東レＧの販売量ﾌｨﾙﾑの世界需要と東レＧの販売量

パソコン用途、液晶・ＰＤＰ等の大型ＴＶ用途の急伸により、ＦＰＤ用光学ＰＥＴフィルムは
、年率２５％で需要が増加する見通しである。当社はフィルム加工品も含めてシェアアップを
図り、事業拡大を実現する。

パソコン用途、液晶・ＰＤＰ等の大型ＴＶ用途の急伸により、ＦＰＤ用光学ＰＥＴフィルムは
、年率２５％で需要が増加する見通しである。当社はフィルム加工品も含めてシェアアップを
図り、事業拡大を実現する。

2004 20082007200620050

トン／月

ＦＰＤ用光学Ｐ
ＥＴフィルムの
世界需要見通し

東レＧの販売量
見通し

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000
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デジタルフォト用フィルムデジタルフォト用フィルム((１１))

リボン用・受容紙用の両方に展開リボン用・受容紙用の両方に展開

◆昇華型印刷方式◆昇華型プリンター

昇華インク層
（Ｙ，Ｍ，Ｃ）

サーマルヘッド

ｲﾝｸﾘﾎﾞﾝ

受容紙

“ルミラー”“ルミラー”

““ルミラールミラー””

４６



デジタルフォト用フィルムデジタルフォト用フィルム((２２))

高度な技術とグローバール生産体制⇒世界各地へ安定供給高度な技術とグローバール生産体制⇒世界各地へ安定供給

◆昇華型リボン用途の要求特性と当社の強み

４７

極薄膜製膜技術

昇華用リボンの需要

0

5

1 0

1 5
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2 5

3 0

3 5

4 0

' 0 3 ' 0 4 ' 0 5 ' 0 6 ' 0 7 ' 0 8 ' 0 9 ' 1 0

世界ＤＰＥ市場推移見通し(単位：千億円)

ﾌｨﾙﾑ現像/ﾌﾟﾘﾝﾄ

ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾌｫﾄﾌﾟﾘﾝﾄ

昇華用リボンの需要

0

5

1 0

1 5

2 0

2 5

3 0

3 5

4 0

' 0 3 ' 0 4 ' 0 5 ' 0 6 ' 0 7 ' 0 8 ' 0 9 ' 1 0

世界ＤＰＥ市場推移見通し(単位：千億円)

ﾌｨﾙﾑ現像/ﾌﾟﾘﾝﾄ

ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾌｫﾄﾌﾟﾘﾝﾄ

要求特性　　　　　　 　当社の強み
オーバーコート層

“ルミラー”
表面形成・巻取技術

表面処理技術

昇華インク層
（Ｙ，Ｍ，Ｃ）高画質

表面平滑性

高感度
表面処理

高速化 バックコート層
高強力・熱安定

◆昇華用リボンの拡大

日・米・欧・韓のｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ生産体制

２００５年⇒２００９年

　販売量　　　５倍

　世界シェア　９０％超
シェアは当社推定



太陽電池用フィルム太陽電池用フィルム

東レＧはﾊﾞｯｸｼｰﾄの多様な構成に合わせたﾌｨﾙﾑを提供し、国内ﾒｰｶｰｼｪｱ　
１００％。耐加水分解性、耐ＵＶ性など幅広いバリエーションを揃える

東レＧはﾊﾞｯｸｼｰﾄの多様な構成に合わせたﾌｨﾙﾑを提供し、国内ﾒｰｶｰｼｪｱ　
１００％。耐加水分解性、耐ＵＶ性など幅広いバリエーションを揃える

シェアは当社推定

４８

EVA

EVA

ガラ
ス

太陽電池セル

バックシート

耐候性、耐ＵＶ性改良タイプを開発

0

20

40

60

80

100

120

0 1000 2000 3000

時間(85℃85%RH)

標準品

耐候タイプ

伸
度
保
持
率

（
％
）

-5

0

5

10

15

20

25

 UV照射前  UV照射後

ｂ
値 耐ＵＶタイプ

標準品

0

2000

4000

6000

'03 '04 '05 '06 '07 '08 '09 '10 '11 '12

太陽光発電導入量予測
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国内

◆欧州市場の拡大◆太陽電池

◆太陽電池の構成

海外

“ルミラー”
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50
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'02 '03 '04 '05 '06 '07 '08 '09 '10

◆ハイブリッドカーに搭載
◆燃費と走行性能の両立⇒高性能モーターを高電圧で駆動

エンジン

バッテリ－

モ－タ－

コンデンサーの役割

加･減速時の電圧変動を吸収

走行性能向上

◆ﾄﾚﾌｧﾝ“Vﾀｲﾌﾟ”使用ｺﾝﾃﾞﾝｻの特長

○○耐電圧

△◎寿命

△○信頼性

△◎安定性

電解コンＶタイプ

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞｶｰ市場台数見通し
(単位：万台)

高電圧使用での
信頼性（品質ﾊﾞﾗﾂ
ｷ）に優れた設計

シェア９０％

高電圧使用での
信頼性（品質ﾊﾞﾗﾂ
ｷ）に優れた設計

シェア９０％

ハイブリッドカー向けコンデンサ用フィルムハイブリッドカー向けコンデンサ用フィルム

４９

世界最薄高耐圧ﾎﾟﾘﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝﾌｨﾙﾑ“トレファン”Vタイプ開発世界最薄高耐圧ﾎﾟﾘﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝﾌｨﾙﾑ“トレファン”Vタイプ開発

大容量ﾌｨﾙﾑｺﾝﾃﾞﾝｻを実現（容積効率：従来比＋７８％）

シェアは当社推定



コアテクノロジーの強化コアテクノロジーの強化

　
　・ナノアロイ

　
　・ナノアロイ

　・薄膜複合
　・多層積層

　・薄膜複合
　・多層積層

無欠点縦延伸技術無欠点縦延伸技術

　・高機能塗材　・高機能塗材
　・静電気制御　・静電気制御

　・同時２軸延伸　・同時２軸延伸

・高機能口金
・高精度制御(PPC)

・高機能口金
・高精度制御(PPC)

高機能ポリマ技術高機能ポリマ技術

高精度複合技術高精度複合技術

ナノ厚み制御技術ナノ厚み制御技術

高機能ｺｰﾃｨﾝｸﾞ技術高機能ｺｰﾃｨﾝｸﾞ技術
寸法安定化技術寸法安定化技術

高精度巻取技術高精度巻取技術

市場価値の高いﾅﾝﾊﾞｰ市場価値の高いﾅﾝﾊﾞｰOneOneｺｱﾃｸﾉﾛｼﾞ群をｺｱﾃｸﾉﾛｼﾞ群を
強化し、製品開発を行う強化し、製品開発を行う
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ナノ積層フィルムナノ積層フィルム
1000nm
（=1μm） 100nm 10nm 1nm

従来技術従来技術 新技術新技術

5nm

平均層厚み (nm)

PET

異素材ポリマー

縦
方
向　

熱
収
縮
率
（
％
）

耐
引
裂
強
度
（
Ｎ
／
ｍ
ｍ
）

■

■

■

■

■

ナノ効果

1 10 100 1000 10000

1

200

400

600 良

良

◆ ｶﾞﾗｽ保護ﾌｨﾙﾑ（安全＆防犯用）

◆ 電子材料用テープ

◆ 光学機能フィルム
【新開発品】【従来品】

不合格不合格

落球貫通性能試験　（高さ３ｍ　重量２．２ｋｇ）

合格合格

貫通

５１

用途展開用途展開用途展開



新規帯電防止新規帯電防止

当社独自のナノコーティング技術により、世界最高レベルの表面比抵抗に
加え、湿度依存性をも解消した「究極の帯電防止性」を有する次世代工程
フィルムの開発に世界で初めて成功。

当社独自のナノコーティング技術により、世界最高レベルの表面比抵抗に
加え、湿度依存性をも解消した「究極の帯電防止性」を有する次世代工程
フィルムの開発に世界で初めて成功。

20 30 40 50 60 70

1012

10 8

1010

10 6表
面
比
抵
抗
（
Ω
／
□
）

相対湿度（％ＲＨ）

東レ（従来品）

研究開発品

10 ４

帯電により
ゴミが多数
付着している

帯電により
ゴミが多数
付着している

研究開発品 従来品

★今後、IT・光学関係の各種工程ﾌｨﾙﾑである溶液製膜用基材、各種保護ﾌｨﾙﾑ、
　 電子部品パッケージ、ゴミ付着防止ﾌｨﾙﾑなどに幅広く展開していく
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ポリ乳酸ポリ乳酸((ＰＬＡＰＬＡ))フィルムフィルム

地球環境に優しい素材である植物由来のポリ乳酸　(PLA:Poly Lactic 
Acid)　からなる「完全生分解性柔軟ﾌｨﾙﾑ」の開発に世界で初めて成功

地球環境に優しい素材である植物由来のポリ乳酸　(PLA:Poly Lactic 
Acid)　からなる「完全生分解性柔軟ﾌｨﾙﾑ」の開発に世界で初めて成功

ＯＰＰ

弾性率　（ＧＰａ）

柔軟ＰＬＡフィルム

※ＰＢＡＴ：ﾎﾟﾘﾌﾞﾁﾚﾝｱｼﾞﾍﾟｰﾄ・ﾃﾚﾌﾀﾚｰﾄ
　ＰＢＳＡ：ﾎﾟﾘﾌﾞﾁﾚﾝｻｸｼﾈｰﾄ・ｱｼﾞﾍﾟｰﾄ

　ＰＣＬ　：ﾎﾟﾘｶﾌﾟﾛﾗｸﾄﾝ

ＰＬＡ

ＬＤＰＥ

ＰＢＳＡ

ＰＣＬ

ＰＢＡＴ

ＯＰＰ

50

100

200

0 1 2 3 4

柔軟ＰＬＡフィルム

　

　 　

ＰＬＡ

ＬＤＰＥ

ＰＢＳＡ

ＰＣＬ

ＰＢＡＴ

ＰＰ

100％ＰＬＡフィルム

柔軟ＰＬＡフィルム

ＰＶＤＣ：ﾎﾟﾘﾋﾞﾆﾘﾃﾞﾝｸﾛﾗｲﾄﾞ
ＬＤＰＥ：低密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ
ＰＢＡＴ：ﾎﾟﾘﾌﾞﾁﾚﾝｱｼﾞﾍﾟｰﾄ・ﾃﾚﾌﾀﾚｰﾄ
ＰＢＳＡ：ﾎﾟﾘﾌﾞﾁﾚﾝｻｸｼﾈｰﾄ・ｱｼﾞﾍﾟｰﾄ
ＰＣＬ ：ﾎﾟﾘｶﾌﾟﾛﾗｸﾄﾝ

良

PVDC

フィルム特性比較フィルム特性比較フィルム特性比較
良

融
点　

（
℃
）

150
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２．ｵﾝﾘｰＯｎｅ･ﾌｧｰｽﾄＯｎｅ事業の拡大･用途開拓２．ｵﾝﾘｰＯｎｅ･ﾌｧｰｽﾄＯｎｅ事業の拡大･用途開拓

①既存用途の拡大

　

②新規用途開拓

③生産体制整備

(１)ＰＰＳフィルムの拡大 (２)ミクトロンの拡大

①ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰﾃﾞｰﾀｽﾄﾚｰｼﾞ

　 用途の拡大

　

②高機能回路材料用途開拓

５４



““トレリナトレリナ””フィルムの用途展開フィルムの用途展開

“トレリナ”は携帯電話、ﾁｯﾌﾟｺﾝﾃﾞﾝｻなどの小型ＩＴ部材をはじめ、
耐熱性、耐加水分解性を活かした電気絶縁用途への採用が拡大

“トレリナ”は携帯電話、ﾁｯﾌﾟｺﾝﾃﾞﾝｻなどの小型ＩＴ部材をはじめ、
耐熱性、耐加水分解性を活かした電気絶縁用途への採用が拡大

◆“トレリナ”の用途展開 ◆“トレリナ”の特性

５５

耐 熱 性

　電　気　特　性

難 燃 性

吸湿寸法安定性

耐 薬 品 性

電気絶縁材・基板用途
　

コ ン デ ン サ

光 学 用 途

フィルム特性 用途

世界初の表面実装可能な小型ﾌｨﾙﾑｺﾝﾃﾞﾝｻ

回路基板
ﾘｰﾄﾞ線

表面実装方式従来ﾃﾞｨｽｸﾘｰﾄ方式

回路基板

ﾊﾝﾀﾞ

特性

耐熱性

耐薬品性

離型性

電気特性

（低誘電損失）

トレリナ

○

◎

◎

◎

ＰＥＮ

△

△

×

×

ＰＥＴ

△

△

○

○

ＰＩ

◎

△

△

△

耐薬品性、電気特性、耐熱性に優れる

環境負荷低減⇒耐熱電絶ﾌｨﾙﾑ需要拡大



““トレリナトレリナ””フィルムの拡大フィルムの拡大

“トレリナ”ﾌｨﾙﾑの事業規模を２０１０年までに３倍に拡大

2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010

２００４年対比３倍に拡大液晶離型用拡大

ｺﾝﾃﾞﾝｻ用拡大

海外需要拡大 車載ﾓｰﾀｰ用拡大

“トレリナ”ﾌｨﾙﾑの事業規模を２０１０年までに３倍に拡大

技術革新／新製品開発

複合技術
導入

サブミクロン
フィルム量産化

コンデンサ
耐圧向上

ナノアロイ

極厚フィルム
生産技術確立
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““ミクトロンミクトロン””フィルムの用途展開フィルムの用途展開

“ミクトロン”はﾃﾞｰﾀｽﾄﾚｰｼﾞﾃｰﾌﾟの更なる高容量化に唯一対応できる素材“ミクトロン”はﾃﾞｰﾀｽﾄﾚｰｼﾞﾃｰﾌﾟの更なる高容量化に唯一対応できる素材

◆高容量化の要求特性と当社の強み◆ﾃｰﾌﾟﾄﾞﾗｲﾌﾞの使われ方

ＨＤＤ

エントリークラスサーバーの構造

HDD

DDS、AITは内蔵可能

DLT（ﾙﾐﾗｰ） DDS（ﾐｸﾄﾛﾝ）

要求特性　　　　　　 　　　強み

表面形成・薄膜化技術高容量化
表面平滑性、薄膜

ﾌｨﾙﾑ表面写真

ﾅﾉﾚﾍﾞﾙの凹凸を
最適化

寸法安定性、高強力

高性能化技術

4000

6000

8000

10000

12000

寸法変化率

縦
ヤ
ン
グ
率
(M
P
a
)

現世代

良

良 ﾐｸﾄﾛﾝのみ到達可能

寸法安定性と高
強力化の両立

５７

信頼性

AIT（ﾐｸﾄﾛﾝ）



““ミクトロンミクトロン””フィルムの用途拡大フィルムの用途拡大((工材展開工材展開))
◆“ミクトロン”事業の強み

高 剛 性

　表面平滑性

高 耐 熱 性

吸湿寸法安定性

耐 薬 品 性

ガスバリア性

　電気絶縁性

◆新規工材用途への強み

高密度実装回路基板、高感度センサー用
　フィルムとして最適な特性を有する

耐熱温度（℃）

200

300

400

弾性率（ＧＰａ）
4 8

ＰＩ（厚み９μｍ≦）

12

薄膜化適性

PPS

PET
PEN
ミクトロン　　　　
（厚み２～２５μｍ）

ミクトロンの表面(AFM像）

10nm

絶 縁 材 ・ 被 覆 材

磁 気 記 録 媒 体

有 機 ト ラ ン ジ ス タ

包 装 材 料

シ ー ル ド 材

卓越した特性を
有する素材

“ﾙﾐﾗｰ”で開拓
した幅広い用途展開

“ﾙﾐﾗｰ”で培った
技術力・開発力

ミクトロン
事業

◆“ミクトロン”の用途展開
用途フィルム特性

データ用で培った表面形成技術の応用

回　　路　　基　　板

タバコの煙の粒子
直経：200～500nm
インフルエンザウイルス
直径：100nm

タバコの煙やウイルスより小さいナノオーダー
の突起を形成
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３．フィルム事業の拡大による事業構造改革３．フィルム事業の拡大による事業構造改革

①新規光学機能フィルム

②ＰＬＡ

③無延伸フィルム

④多層

⑤ナノアロイ

(２)新素材・新ﾌﾟﾛｾｽ製品の拡大(１)フィルム加工事業の拡大

①原反／加工融合新製品拡大

（ＴＡＦ・ＴＳＩ・ＴＴＳ・東ﾚ）

　イ．ＰＤＰ前面フィルター

　ロ．液晶ディスプレイ

　ハ．太陽電池シート

　ニ．包材ハイバリア

　ホ．回路材料等

②コンデンサ蒸着拠点再編・拡大

③Ｍ＆Ａ・アライアンスによる

　早期事業化・拡大

(３)開発戦力強化

①フィルム加工開発体制強化

②グローバル開発体制強化・活用
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ＦＰＤ用光学フィルムＦＰＤ用光学フィルム((ＰＤＰ用ＡＲフィルムＰＤＰ用ＡＲフィルム))

高性能反射防止フィルムを開発、日・韓で加工事業を展開高性能反射防止フィルムを開発、日・韓で加工事業を展開

◆高性能反射防止フィルム“ﾙﾐｸﾘｱ”◆プラズマディスプレイパネル
（ＰＤＰ）

◆ＰＤＰの構成

背面板

半強化ｶﾞﾗｽ

反射防止（ＡＲ）フィルム

　電磁波(EMI）　
　遮蔽フィルム

近赤外線(NIR)
カットフィルム

ＰＥＴﾌｨﾙﾑ

低屈・防汚層
・新開発塗材の採用

高屈・帯電防止層

・高精度塗布技術の適用ﾊｰﾄﾞｺｰﾄ（ＨＣ）層

・無欠点ﾌｨﾙﾑ製膜技術

◆次世代ＡＲフィルムの開発

ＰＥＴﾌｨﾙﾑ／ＨＣ層 新規塗布技術

ＰＥＴフィルム初の干渉シマレスを達成
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メタライジング法２層回路材メタライジング法２層回路材““メタロイヤルメタロイヤル””

ＦＰＤの駆動回路のＣＯＦ実装に欠かせない無接着剤銅ポリイ
ミド積層フィルムを世界に先駆けて開発。

ＦＰＤの駆動回路のＣＯＦ実装に欠かせない無接着剤銅ポリイ
ミド積層フィルムを世界に先駆けて開発。

◆“メタロイヤルメタロイヤル ”の構造と用途

ＰＣ液晶モニター

液晶パネル

液晶ＴＶ

液晶駆動回路 ＩＣ

ｴｯﾁﾝｸﾞで
回路形成

ポリイミドフィルム

スパッタ銅層

めっき銅層

核付け層

メタロイヤルメタロイヤル

◆“メタロイヤルメタロイヤル”の特長

・柔軟な銅層物性

・８μ以下の薄膜対応可能

・銅エッチング後の透明性

・両面加工(２ﾒﾀﾙ)が容易

＜基本特性＞ ＜ﾕｰｻﾞｰでのｱﾄﾞﾊﾞﾝﾃｰｼﾞ＞

・優れた耐屈曲性

・ファインピッチ対応可能

・ＴＡＢボンダー使用可能

・２ﾒﾀﾙﾀｲﾌﾟCOF対応可能
６１



表面保護フィルム表面保護フィルム

反射防止ﾌｨﾙﾑ

液晶セル　

液晶関連の様々な機能性ﾌｨﾙﾑに使用されています

表面保護ﾌｨﾙﾑ“ﾄﾚﾃｯｸ”は共押出による複合ﾌｨﾙﾑで、被着体を汚染したり、糊残
りすることはなく、主として光学用機能性ﾌｨﾙﾑの表面保護に使用されています

表面保護ﾌｨﾙﾑ“ﾄﾚﾃｯｸ”は共押出による複合ﾌｨﾙﾑで、被着体を汚染したり、糊残
りすることはなく、主として光学用機能性ﾌｨﾙﾑの表面保護に使用されています

“トレテック”

光学用機能性ﾌｨﾙﾑ

“トレテック”の特徴

ＬＣＤ構成部材と使用例

偏光板

位相差ﾌｨﾙﾑ

・非汚染性に優れる（糊残りしない）

・耐熱ﾀｲﾌﾟもあり、高温処理後も容易
　に剥離できる

反射ﾌｨﾙﾑ

陰極管

プリズムｼｰﾄ

導光板

拡散ﾌｨﾙﾑ

・ﾌｨｯｼｭｱｲ、非汚染性に特に優れている
　ﾀｲﾌﾟもある

・3,000mmの広幅対応も可能
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包装用超ハイバリア透明フィルム包装用超ハイバリア透明フィルム

東レＧの技術融合により生まれた透明蒸着フィルム“BARRIALOX”
は包装用フィルムとして最高水準の性能を有す

東レＧの技術融合により生まれた透明蒸着フィルム“BARRIALOX”
は包装用フィルムとして最高水準の性能を有す

◆“BARRIALOX BARRIALOX ”の用途 ◆“BARRIALOX BARRIALOX ”の特長

【乾燥食品】【乾燥食品】 ・優れた酸素、水蒸気透過率

・ダイオキシンフリー

・金属探知器の使用可能

・目視による内容物の確認容易

【液体・水物】【液体・水物】
◆“BARRIALOX BARRIALOX ”の構成

特殊反応性真空蒸着によりＰＥＴﾌｨﾙﾑ特殊反応性真空蒸着によりＰＥＴﾌｨﾙﾑ
基盤上に基盤上にナノレベルでのｱﾙﾐﾅ膜ナノレベルでのｱﾙﾐﾅ膜を形成を形成
蒸
着
蒸
着

コ
ー
ト

コ
ー
ト

ｱﾙﾐﾅ層の上に印刷適性ｱﾙﾐﾅ層の上に印刷適性、、ﾚﾄﾙﾄ適性を有ﾚﾄﾙﾄ適性を有
するする特殊ガスバリア性高分子樹脂特殊ガスバリア性高分子樹脂をｺｰﾄをｺｰﾄ

蒸着後の蒸着後のガスバリア特性を最大限にガスバリア特性を最大限に
引き出す引き出す専用設計ベ専用設計ベースフィルムースフィルム

ベ
ー
ス
フ
ィ
ル
ム

ベ
ー
ス
フ
ィ
ル
ム ６３

【畜肉ハム素材】【畜肉ハム素材】



事業拡大計画事業拡大計画((売上高売上高)) 非連結子会社を含む単純合計

６４

ベースフィルム

（“ルミラー”

“トレファン”等）

フィルム加工品

億円／年

0

1,000

2,000

3,000

4,000

'04 '05 '06 '07 '08 '09 '10



Ⅳ．まとめ
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プラスチック事業拡大計画ｲﾒｰｼﾞプラスチック事業拡大計画ｲﾒｰｼﾞ((売上高売上高))
非連結子会社を含む単純合計

0

2000

4000

6000

'04 '05 '10

海外関係会社

国内関係会社

東レ本体

億円／年

計画
年度 ６６



プラスチック事業中期展望ｲﾒｰｼﾞプラスチック事業中期展望ｲﾒｰｼﾞ((営業利益営業利益))
非連結子会社を含む単純合計

0

200

400

600

'02 '03 '04 '05 '08 '10

東レ本体 国内関係会社 海外関係会社

計画年度

億円／年

見通し 計画 ６７



樹脂国内外主要関係会社一覧樹脂国内外主要関係会社一覧
会社名 事業内容 所在地 設立年

東洋プラスチック精工㈱ 樹脂成形加工 日本 1961

ＴＲＥＣ
(Toray Resin Co.) ｱﾒﾘｶ 1989

東レペフ加工品㈱ ﾎﾟﾘｵﾚﾌｨﾝﾌｫｰﾑ加工品 日本 1980

ｴﾝﾌﾟﾗ樹脂ｺﾝﾊﾟｳﾝﾄﾞ

ＫＴＰ
(KTP Industries Inc.)

韓国 1996ﾎﾟﾘｱｾﾀｰﾙ樹脂

ＰＮＲ
(P.T. Petnesia Resindo) ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ 1994ﾎﾞﾄﾙ用PET樹脂

ＴＴＳ
(Thai Toray Synthetics Co., Ltd.) ﾀｲ 1998ｴﾝﾌﾟﾗ樹脂ｺﾝﾊﾟｳﾝﾄﾞ

ＴＰＭ
(Toray Plastics ( Malaysia ) Sdn. Berhad) ABS樹脂 ﾏﾚｰｼｱ 1990

ＴＰＨＫ/ＳＺ
(Toray Plastics ( Hong Kong ) Ltd..) 樹脂ｺﾝﾊﾟｳﾝﾄﾞ 香港･中国 1995

ＴＢＰＲ
(Toray BASF PBT Resin Sdn. Bhd.) ﾏﾚｰｼｱ 2004PBT樹脂

ＴＰＲＣ
(Thai PET Resin Co., Ltd.) ﾀｲ 2002ﾎﾞﾄﾙ用PET樹脂

ＳＭＰＣ
(上海三井複合塑料) 中国 1994樹脂ｺﾝﾊﾟｳﾝﾄﾞ

６８

ＲＫＨ/Ｚ
(TORAY SANKO Precision ( H. K. ) Ltd..) 樹脂成形加工 香港･中国 1995



フィルム国内外主要関係会社一覧フィルム国内外主要関係会社一覧

会社名 事業内容 所在地 設立年

ＴＰＡ
(Toray Plastics America, Inc.)

ｱﾒﾘｶ 1985

東レフィルム加工㈱ ﾌｨﾙﾑ加工製品 日本 2004

OPPﾌｨﾙﾑ､PETﾌｨﾙﾑ

ＴＰＥｕ
(Toray Plastics Europe S. A.)

ﾌﾗﾝｽ 1996PETﾌｨﾙﾑ

ＴＳＩ
(Toray Saehan Inc.)

韓国 1999PETﾌｨﾙﾑ､ﾌｨﾙﾑ加工製品

ＰＦＲ
(Penfibre Sdn. Berhad)

ﾏﾚｰｼｱ 1997PETﾌｨﾙﾑ

ＹＴＰ
(Yihua Toray Polyester Film Co., Ltd.)

中国 2001PETﾌｨﾙﾑ

ＴＴＳ
(Thai Toray Synthetics Co., Ltd.)

包装用蒸着ﾌｨﾙﾑ ﾀｲ 1988

ＴＦＺ
(Toray Film Products Zhongshan Ltd.)

ｺﾝﾃﾞﾝｻｰ用蒸着ﾌｨﾙﾑ 中国 2002
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本資料の業績予想、見通し及び事業計画

についての記述は、現時点における将来

の経済環境予想等の仮定に基づいています。

本資料において当社の将来の業績を保証

するものではありません。
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